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抄 録  

先⾏研究では，指導⾔語として使⽤する目的で陸上110ｍハードル走のハードリングについての

経験的知識38項目が抽出された．本研究ではこれらの項目が13秒台の記録を持つ⼀流のハードラ

ーにも必要と捉えられているか，また意識されているかについて検討するために，対象者の主観的

な「必要度」，「意識度」を段階評定尺度法を⽤いて調査した．調査した38項目から，以下の特

徴を持つ3つの項目が明らかになった．Ⅰ「必要度」，「意識度」ともに⾼い項目，Ⅱ「必要度」

は⾼いが「意識度」は⾼くない項目，Ⅲ「必要度」への回答が分かれ，「必要度」が⾼いと回答し

たものは「意識度」も⾼く，「必要度」が低いと回答したものは「意識度」も低い項目，である．

Ⅰは⼀流ハードラーでも無意識下におかない /おけない項目で，特に踏切局⾯から着地局⾯にかけ

ての腰部に関する項目が多かった．Ⅱは，もともと意識しなくても遂⾏できる動作，もしくは，動

作の習得によって⾃動化され，意識しなくなる項目，Ⅲは個々の形態的特性や体⼒的特性などハー

ドラーの特徴を反映する項目と考えられる．  
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